
 

 
（第２号様式） 

令和６年３月  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立藤沢西高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①進路希望の実
現に向けた確か
な学力の育成と
生涯学習の視点
に立った幅広い
教養を身につけ
させるカリキュ
ラムマネジメン
トを行う。 
②主体的に学ぶ
意欲を高めるた
めの支援体制の
充実と組織的な
授業改善に積極
的に取り組む。 

①生涯学習の視点
から、基礎的な知
識の定着と探究的
活動による確かな
学力を育む。ま
た、ＩＣＴの活用
を通して新しい時
代に必要とされる
知識・技能を習得
させる。その結果
として生徒の希望
進路の実現へと取
り組む。 
②生徒の主体的な
学習活動に結びつ
く学習環境の整備
と仕組みづくりを
行う。 
 

①総合的な探究の時間で
は、ＰＤＣＡサイクルを
用いて課題を精選してい
く仕組みを作る。ＩＣＴ
活用研修を充実させ、全
授業を通してのＩＣＴ活
用を発展させる。 
②フォローアップ週間や
スタディサプリの活用を
推進し、個々の生徒の学
習意識を高める。自習室
の活用を促進し、１，２
年生の早期利用を促す。
授業改善では、各教科で
短期・長期の目標を設定
し取り組む。 

①総合的な探究の時間に
おいて各生徒の課題や設
定過程が発展・充実した
か。ＩＣＴを活用した授
業を推進・充実すること
ができたか。 
②フォローアップ週間の
講座開設や参加人数、ス
タディサプリや自習室の
活用度を基に主体的に学
習する生徒の割合が増え
たか。各教科会を経て、
共通目標を設定し探究的
授業展開することができ
たか。 

①課題の設定過
程において、先
を見据えた課題
を立てさせるこ
とができた。Ｉ
ＣＴを活用した
授業も増加傾向
にある。 
②スタディサプ
リや自習室等の
活用割合は増加
しなかった。探
究的授業の展開
に向けた授業改
善 は 実 施 で き
た。 
 

① 一 部 の 生 徒
は、単に意見発
表になってしま
っていることが
あった。ＩＣＴ
については、よ
り効果的な活用
の場面を見極め
る等の工夫が必
要である。 
②主体的に学習
に取り組む姿勢
を作る働きかけ
が必要である。 

・生涯学習の視点
について、大学受
験はもちろんのこ
とだが、そこだけ
にとどまらず、そ
の先にある自身の
キャリアにも視点
をおき、進めるこ
とが重要である。 
・コロナ渦で整備
の進んだＩＣＴに
ついて、自学自習
の習慣化を促す意
味でも、アフター
コ ロ ナ に お い て
も、利活用を進め
てほしい。 
 

①総合的な探究の時間にお
いて先を見据えた課題を立
てることができた。今後は
根拠をはっきりさせる等の
論理的な思考力や表現力を
身につける必要性がある。 
②自習室の整備等、環境面
は整えることができた。自
学自習の習慣化について
は、利用率等の数字以外の
観点からも評価する必要が
ある。 
 

①総合探究以外の授業の場面
でも、探究的な活動を増や
し、特にデータ処理の知識・
技能や、論理的思考力の育成
を図る。 
②スタディサプリに関して、
スタディプラスの導入によ
り、さらに詳しく生徒の活用
状況を分析することで、より
効果的な活用方法を検討して
いく必要がある。 

２ 生徒指導・支援 

① 他 者 を 尊 重
し、認め合う人
間性や社会性を
育み、主体的な
規 範 意 識 を 育
む。 
②生徒の主体的
な活動としての
部活動を支援す
る。 
③生徒に寄り添
い、生徒理解を
深めることで、
心身ともに健康
な生活が送れる
支援を行う。 

①「西高プライ
ド」を意識した服
装や行動などのマ
ナーを徹底する。 
②部活動や学校行
事等の全ての学校
活動を通して、主
体的に行動できる
生徒を育成し、支
援する。 
③(1)教育相談体
制を充実させ、個
に応じた支援体制
を整備する。 
(2)いじめを出さ
ない環境づくりに
努める。 

①身だしなみを中心に遅
刻、授業規律、自転車乗
車マナー、ＳＮＳの使い
方等について段階的かつ
継続的な指導を行う。 
②生徒会本部役員会や部
長会、委員会等を定期的
に開催し、各クラスや生
徒の意見を吸い上げ、生
徒の主体的な活動を支援
する。 
③(1)コーディネーター会
議を充実させ、情報と方
針の共有に努める。 
(2)いじめアンケートや個
別相談の実施はもとよ
り、日常の生徒間、教師
生徒間のコミュニケーシ
ョンの充実に努める。 
 

①登下校の制服着用を中
心に指導件数が減少し、
地域社会の一員としての
規範意識が育まれたか。 
②学校行事後等にアンケ
ートを実施し、生徒が満
足できる学校生活を過ご
しているか。 
③(1)必要に応じてコ－デ
ィネーター会議が開催さ
れ情報と方針の共有がで
きたか。 
(2)いじめの早期発見とい
じめの起きない環境づく
りができたか。 

①校内校外とも
に、ルールやマ
ナー・規範意識
が伴わない行動
が一部で見られ
た。特に登下校
での自転車関係
の件で、地域か
らのご意見が多
かった。 
②生徒会本部役
員会や部長会、
委員会等で生徒
の意見を吸い上
げ、生徒の主体
的な活動を支援
することは出来
たが、全学校行
事においてアン
ケートを実施す
ることが出来な
かった。 
③ (1)コーディ
ネーターの連携
が取れ、共有シ
ートを作成する
等で生徒情報の
共有が進んだ。 
(2)担任を中心
に生徒とのコミ
ュニケーション
が取れ、いじめ
案 件 は な か っ
た。 

①引き続き生徒
が主体的に判断
できる指導体制
作りを行う。校
内での主体的な
行動が、地域で
のマナー向上に
繋がるよう努め
る。 
②学校行事ごと
にアンケートを
必ず実施し、生
徒のニーズに応
える学校生活や
学校行事の在り
方を考察してい
く。 
③ (1)担任中心
に共有シートの
重要性を再確認
し、生徒の情報
共 有 を す す め
る。 
(2)本校独自の
いじめアンケー
トとかながわ子
どもサポートド
ックとの関係を
整理し、いじめ
の早期発見をす
す め る と と も
に、いじめの起
きない教員生徒
間のコミュニケ
ーションづくり
に努める。 
 

・通勤の際、西高
生とバスで一緒に
なる。身だしなみ
等を含め、落ち着
い た 雰 囲 気 で あ
る。 
・自分たちで気付
か せ る こ と が 大
切。気付いたこと
を仲間と共有すれ
ば、行動は変容す
る。 
・自分たちでルー
ルを作らせること
で、一層自主的な
行動につながると
考える。 
・いじめ等の問題
行動の防止に向け
ては、コミュニケ
ーションをしっか
りとれる環境づく
りが大切である。 
・文化祭等でのキ
ャッシュレス化の
話題については、
子どもや高齢者は
対応できない場合
が 想 定 さ れ る の
で、柔軟な対応を
お願いする。 

①外部からの身だしなみに
ついての意見等はほとんど
なくなり、登下校のバスマ
ナーや自転車でのルール違
反が目立った。校内での主
体的な行動が、学校外でも
できるようになることが課
題である。 
②生徒会本部役員会や部長
会、委員会等で生徒の意見
を吸い上げ、生徒の主体的
な活動を支援することがで
きた。職員側と生徒側の両
方から意見を聞き、次年度
以降もアップデートした学
校行事や部活動、日々の学
校生活における支援を考え
ていく必要がある。 
③いじめがなかった年度だ
ったが、引き続き、生徒が
相談しやすい体制や教員と
のコミュニケーションづく
りを大切にしていくことが
必要である。 

①交通事故や指導上の問題等
があっても、自分事と考える
ことができていない面があ
る。生徒指導Ｇと生徒会Ｇを
統合する生徒支援Ｇを立ち上
げ、生徒が自ら考える環境を
整える。 
②Google フォームを用いて
行事ごとにアンケートを実施
し、生徒と教員からの意見を
数値化し検討していく。ま
た、学校生活に関する意見も
同様に吸い上げ、日々の学校
生活の支援に努めていく。 
③いじめに関わらず、普段か
ら生徒が話しやすい、相談し
やすい教員とのコミュニケー
ションづくりを心がけ、生徒
に寄り添う環境づくりに努め
る。 
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４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 
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３ 進路指導・支援 

①生徒の自己理
解を深めさせ、
将来に希望が持
てるキャリア教
育を行う。 
②社会の一員と
して、自己肯定
感をもって社会
貢献できる人材
を育み、具体的
な 職 業 観 を 育
む。 

①幅広く経験を積
み、自らの可能性
を広げ、高い目標
を設定できるよう
にするとともに、
主体的に情報を収
集、取捨選択し、
自分自身のキャリ
アにつなげる。 
②自己と社会のつ
ながりを意識さ
せ、多様な人と協
力して学びあう態
度を身に着けると
ともに、生涯学習
の観点から、豊か
な教養を身につ
け、社会貢献でき
るような生徒を育
成する。 

①総合的な探究の時間や
様々な学校内外の活動等
を関連させたキャリア教
育を計画し、生涯学習に
つながる活動にする。 
②進路実現に向け目指す
べき自己像を常に意識さ
せ、高い目標が設定でき
るようにする。進路ガイ
ダンス等でキャリア教育
について、主体的に考
え、取組める体験の充実
を図り、キャリアパスポ
ート等で振り返りを行
う。 

①総合的な探究の時間や
様々な学校内外で得た主
体的な学びが、進路実現
の活動に活かされ、高い
目標設定における進路実
現ができたか。 
②進路ガイダンスやキャ
リアパスポートによる振
り返りの中で、自己分析
し、次のステップへの蓄
積ができているか。ま
た、その蓄積内容を行動
につなげることができた
か。 

① 学 校 内 外 の
様々な主体的な
学びにより、自
分自身で高い目
標を設定するこ
とができた。 
②様々な活動の
振 り 返 り を 行
い 、 自 己 分 析
し、次のステッ
プへの蓄積がで
きた。 

①日常のスモー
ルステップを意
識した取り組み
が課題である。
日々の達成感を
積み重ね、自己
肯定感を高める
ことが課題であ
る。 
②目の前の活動
が、将来に繋が
っていることへ
の認識が低い。
様々な活動に対
して目標、振り
返りを踏まえた
上で将来へ繋が
りを認識させる
ことができるか
が課題である。 

・目の前のことを
解決していくこと
と、その先にある
自身の将来につい
て、同時に考えさ
せることは難しい
と思うが、そこを
気付かせるよう、
進路指導を工夫す
ることが大切であ
る。 
・ 大 学 や 専 門 学
校 、 社 会 人 な ど
様々な立場の方か
ら話を聞く機会を
設けていることは
よいことである。
今後も是非継続し
てほしい。 

①高い目標設定を行い、そ
れに向かって日々の努力を
積み重ねた結果、自己実現
できた生徒は増えたが、同
時に生涯学習の観点からの
進路意識を高めることが課
題である。 
②外部講師の話を聞く機会
などを多く設定すること
で、社会との繋がりを意識
した進路指導に取り組むこ
とができたが、それを普段
の学校生活の中に意識させ
ることが課題である。 

①キャリアパスポートやスタ
ディサプリのアンケート機能
等を利用して、高い目標設定
を行うと同時に、スモールス
テップや生涯学習を意識した
目標設定を立てて、自己実現
を積み重ねていく。 
②放課後出前授業や進路ガイ
ダンス等を実施する中で、社
会や将来との繋がりを意識さ
せ、活動前の目標設定や活動
後のふりかえりを徹底し、答
えのないことに答えを出して
いける力を養っていく。 

４ 地域等との協働 

①地域との連携
を深め、開かれ
た学校づくりに
積極的に取り組
む。 

①(1)コミュニテ
ィースクールとな
るべく地域活動を
積極的に行う。 
(2) 生 徒 や 保 護
者、地域に対して
学校の情報をより
多く発信・伝達
し、意見要望を参
考により良い学校
づくりを行う。 

①(1)地域貢献デー、遊
ing西高等に多くの生徒が
主体的に参加し、開かれ
た学校づくりを行う。 
(2)ＩＣＴ機器やお知らせ
メールの整備・活用によ
り、生徒や保護者への速
やかな情報伝達に努め
る。ホームページの更新
回数を増やし、内容・レ
イアウトの工夫・改善を
行い、地域や保護者、中
学生に本校の良さを発信
していく。また、地域と
の連携・協力を積極的に
行うとともに寄せられた
情報・意見をより良い学
校づくりへ生かす。 

①(1)生徒の参加人数や活
動場所が増加したか。地
域の方が笑顔が増え、満
足できる行事となった
か。 
(2)ＩＣＴ機器の整備状況
やメール配信回数・登録
者数の割合が増加した
か。ホームページ更新回
数とともに、内容の充実
が見られたか。保護者・
地域から寄せられた情
報・意見により学校運営
が改善されたか。 

① (1)コロナも
明けて、地域貢
献デーや文化祭
などで地域の方
と接する機会が
増えた。 
(2)ＩＣＴ機器
の整備状況はあ
る 程 度 で き た
が、ホームペー
ジ更新回数は昨
年度と同程度に
であった。 

① (1)来年度も
地域の方と交流
できる機会を増
やし、交流する
人数を増やして
いく。 
(2)コロナ禍で
整備したものの
修理や交換が必
要な時期になっ
てきたので目を
配る。また行事
の様子に追加し
て学年や教科、
部活動の様子も
配信できるよう
にする。 

・西高生の活躍は
市の広報やタウン
ニュースによく掲
載されている。 
・大庭地区は市内
でも活動が盛んな
地域であり、その
原動力として西高
生 の 存 在 が 大 き
い。とても感謝し
ている。 
・県社会教育委員
会議の中でも西高
生の活躍はよく話
題になる。今後も
一層活躍を期待し
ている。 

①コロナ禍に縮小していた
行事もほとんど復活し、地
域の方との交流する機会も
増やせたので、来年度も継
続していく。 
②校内の行事や部活動の活
動状況について、学校ホー
ムページを通して発信でき
るように整備することが課
題と考えられる。 

①生徒会や部活動の生徒と協
力しながら、地域の方が参加
できる機会を少しでも増やせ
るように、関係グループと連
携していく。 
②地域の中で注目されている
ことや、地域との連携活動の
成果などを校内に向けても発
信できるよう情報収集に力を
入れる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生活全般の安
全意識を高め、
自らの命を自ら
守る防災意識を
育む。 
②豊かな心を育
む環境整備に努
める。 
 
 

①生徒・職員の防
災意識を高める指
導を行うととも
に、学校全体で大
規模災害時の対応
を検討し、災害に
備えて準備を進め
る。 
②校内や校舎周辺
の環境の整備・美
化について環境整
備委員、保護者や
地域と連携しなが
ら生徒の意識を高
め、学校を大切に
する心を育む。 

①(1)年２回の防災訓練を
通して、身近な防災への
知識を身につけたり災害
時の対応力を養成したり
する。また、自らの命を
守る行動や社会に貢献す
る態度を育てる。防災委
員を中心に職員に対して
防災授業の事前研修を実
施し、防災教育への理解
と実行を担うスキルを育
成する。防災マニュアル
を活用して職員の危機管
理や防災意識を高める。 
(2)防災用具等を充実さ
せ、適切な管理や使用方
法について確認・共有す
る。 
②(1)ＰＴＡの協力を得て
校内外の環境整備に努め
る。 
(2) 生徒環境整備委員の
清掃点検や職員による清
掃への呼びかけ・点検を
実行し、日頃の環境美化
意識を醸成していく。 

① (1)防災計画に基づい
て、実践的な防災訓練を
実施し、生徒や職員の防
災意識や有効な知識や技
術を身につけられたか。 
職員が防災プログラムの
目的や意義、実施内容や
指導法を理解できたか。 
(2)防災マニュアルを活用
して職員の防災意識を醸
成していくプログラムを
考案し、実行できたか。 
防災用品の充実につい
て、教育のデジタル化に
も対応する視点で防災用
品を検討できたか。 
②(1)ＰＴＡ環境整備委員
会との連携を月１回程度
取ることができたか。 
(2)生徒環境整備委員や職
員の働きかけにより、校
内各箇所が適切に清掃さ
れ環境美化意識が醸成さ
れたか。 
 

①防災計画に基
づき、防災訓練
を実施し、防災
意識を高めるこ
とができた。ま
た、防災倉庫の
物 品 等 を 把 握
し、必要な防災
物品を補充し、
備品管理を行う
ことが出来た。 
②ＰＴＡ環境整
備員と月１回会
議を持ち、連携
を図りながら、
校内外の美化に
努めることが出
来た。生徒環境
整備委員による
校内点検、清掃
の 実 施 も 行 っ
た。 

①防災訓練実施
後に生徒アンケ
ートを行い、防
災意識の変化等
を数値化して把
握していく。そ
の結果から防災
訓練の検討を重
ねていく。 
②ＰＴＡ環境整
備委員と生徒環
境整備委員の連
携を深め、ＰＴ
Ａと生徒が協働
する機会を増や
して日々の美化
意識を高めてい
く。 

・防災教育として
３年間かけて「自
助、共助、公助」
に取り組んでいる
と の こ と で あ る
が、地域の防災関
係の会議でもその
話しをしている。
大庭地区は災害に
強い地域といわれ
ているが、市南部
からの避難者が来
ることが想定され
るので、地域を守
るものの立場とし
て、西高の取組は
とても評価できる
し、そのような状
況の場合は、ぜひ
協力を願う。 
・実践的な防災訓
練の実施や防災用
品の見直しをした
ことは、とても評
価できる。 

①防災計画に基づき、防災
訓練を実施し、防災意識を
高めることができた。その
高い防災意識を継続して持
たせるような工夫が必要と
なる。また、防災倉庫の物
品等を把握し、必要な防災
物品を補充し、備品管理を
データで行うことができ
た。 
②ＰＴＡ環境整備員と連携
を図りながら、校内外の美
化に努めることができた。
生徒環境整備委員による校
内点検、清掃の実施も行っ
た。それでも難しい箇所に
関しては予算を付けて業者
にお願いする必要性も考え
ていく。 

①地域の防災関係の会議にも
積極的に参加していき、地域
の防災に関する考えや取組を
知り、本校の考えとすり合わ
せが必要である。地域を守る
立場であることを生徒へ意識
させていきたい。 
②ＰＴＡ環境整備委員と生徒
環境整備委員の連携を深め、
ＰＴＡと生徒が協働する機会
を増やして日々の美化意識を
高めていく工夫を考えてい
く。手の届かない箇所の業者
による清掃も実施していき、
綺麗な学校を保っていく。 

 


